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畜産行政の強化推進
町
議
会
の
畜
産
視
察
記
(－)

曲
り
角
に
き
た

と
い
わ
れ
る
具
業

経
営
の
改
善
に
つ

い
て
、
町
当
局
と

し
て
は
新
春
早
々

よ
り
各
種
の
講
習

講
演
会
を
開
き
、

着
々
研
究
中
で
あ

っ
た
が
、
町
議
会

に
お
い
て
も
重
大

問
題
と
し
て
採
り

上
げ
、
先
日
の
議

会
に
お
い
て
は
．

菊
圸
経
済
委
員
長

を
始
め
全
議
員
が

こ
の
対
策
に
つ
い

て
発
言
、
種
種
論

議
を
重
ね
、
赤
井

畑
町
長
よ
り
は
畜

産
行
政
を
強
力
に

推
進
す

る
と
の
発

言
あ
り
、

目
下

国
会
で
審
議
中
の
農
業

基
本
法

の

成
立
と
相
ま
っ
て
当
町

の
農
政
も

大
い
に
研
究

を
要
す

る
も

の
と
な

っ
た
。
こ
の
と
き

に
当
り
、
議
会

に
お
い
て
は
、
協
晨
経
営
と
畜
産

経
営
の
先

進
圸
を
視
察
す

る
こ
と

に
な
っ

た
。
選
ば
れ
た
と
こ
ろ
は

、
東
京
近
郷
武
蔵
野
市
の
片
井
木

氏

の
養
豚

経
営
と
神
奈
川
県
座
間

町

の
中
央
養
鶏
農
業
協
同
組
合
の

二
つ
で
以
下

は
そ
の
視
察
記
で
あ

る
Ｏ

Λ
オ
ー
ト

メ
化
で

年
間
三
千
頭
の
出
荷
▽

四
月
十
一
一
日
夜
、
藤
田
駅
発
、
一

行

は
大
沼
議
長
を
始
め
全
議
員
、

佐

久
間
助
役
、
熊
坂
経
済
課
長
、

中
村
庶
務

主
任
。
明
日
か
ら
の
強

行
軍

に
そ
な
え
て
、
極
力
精
力
の

消
粍

を
抑
え
、
且
つ
鋭
気
の
蓄
積

に
努

め
る
。

翌
十
三
日
朝
、
電
車
暴
走
事
件

で
有
名
な
三
鷹
駅
で
下
車
、
。（

ス

十
分
で
片
井
木
氏
宅
に
着
く
。
広

い
敷
地
、

住
宅
の
周
り
一
面
の
豚

舎
で
あ

る
。
一
室
に
小
豚
は
五
十

頭
大
豚
二
十
頭
入
の
豚

舎
が
ず
ら

り
と
並
び
、
更
に
拡
大
工
事
中

で

あ

る
。
豚
は
全
部
ね
た
ま
ま
で
、

ブ
カ
と
鳴
く
の
は
一
頭

も
な
い
。

ま

だ
眠
っ
て
い

る
の
か
と
思
っ
て

よ
く
見

た
が
、
み
ん
な
お
め
ざ
め

で
あ
る
。
次
に
飼
料
を
見
て
驚
い

た
。
十
尺
立
方
の
タ
ン

ク
に

’
ツ

ペ
パ
ソ
が
い
っ

ぱ
い
、
そ
ば
に
ビ

ス
ケ
ッ

ト
袋
が
山
と
積
ま
れ
て
い

る
。
人
間
並
み
の
食
物
を
腹
い
っ

ぱ
い
に
あ
た
え
ら
れ
て
は
、
さ
す

が
の
プ
ー
君
も
お
と
な
し
く
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
の
だ
ろ
う
。

片
井
木
氏
（
四
十
五
才
位
）
の
説

明

に
よ

る
と
、
現
在
の
飼
育
数
八

〇
〇
頭
、
年
間
三
、
〇
〇

〇
頭
出
荷

が
目
標
で
あ
る
。
飼
育
は
全
部
譏

械
化
さ
れ
、
片
井
木
氏

一
人
で
や

っ
て
い

る
。
飼
料
と
し
て

パ
ソ
、

ビ
ス
ケ
ッ

ト
、
味
の
素
の
粕
を
主

と
し
、
タ
ソ

タ
で
水
に
溶
き
、
七
馬

力

の
モ

ー
タ
ー
で
各
室
に
送
る
。

敷
わ
ら
は
全
然
用
い
ず
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
床
は
水
で
よ
く
洗
い
清
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
豚

舎
は
常
に

き
れ
い
で
あ
る
。
ス
イ
ッ
チ
一
つ

の
操
作
で
、
殆
ん
ど
手
間
が
か
か

ら
な
い
Ｏ
居
宅
は
豚

舎
に
囲

ま
れ

て
い

る
が
、
臭
い
も
せ
ず
、
（

イ

も

い
な
い
、
鳴
き

ご
え
も
き
こ
え

な
い
と
い
う
、
ま
こ
と
に
驚
く

べ

き
光
景
で

あ
る
。

使
用
人

と
し
て

ト
ラ
ッ

ク
運
転

手
三
人
居

り
、
飼
料
集
荷
が
主
任

務
で

あ
る
。
一
頭

の
飼
料
代
が
三

〇
〇
〇
円
で
、
仟
豚
代
、
手
間
代

一
切

を
差
引
き
純
益
一
頭

一
〇
〇

〇
円
で
あ

る
と
の
こ
と
（

三
○
○

○
頭
で
三
〇
〇
万
円
の
勘

定
）
出

荷

は
す

べ
て
庭
先
裸
渡
し
で
、
数

量

が
多
い
の
で
い
つ
も

割
よ
く

売

れ
る
。
仔
豚

は
な
ぜ
自
家
ど
り
し

な
い
か
と
の
質
問
に
対
し
て
、
飼

育
だ
け
で

自
分

の
仕
事
は
充
分
で

こ
れ
以

上
は
出
来
な
い
。
こ
の
家

の
敷
地
四
町
歩
あ
り
、
一
町

歩
一

億
円
で
飛

ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
る

の
で
、
友゙
人

か
ら

ブ
タ
を
や
め
て

株
で
も
買
つ
た
ら
ど
５
だ
と
す
す

め
ら
れ

る
が
、
決
し
て
や
め
ず
、

ま
す

ま
す
研
究
を
し
、
改
善
を
し

て
い
き
た
い
と
の
事
、
白
衣

を
着

た
片
井
木
氏
の
姿
は
ま
こ

と
に
満

足

と
幸
福
の
か
た
ま
り
の
よ
う
に

見
え

る
。

残

パ
ソ
が
大
量
に
安
く
購
入
出

来
ゐ
大
東
京
の
ま
ね
は
出

来
な
い

が
、
多
頭

飼
育
、
手
間
を
か
け
な

い
創
意
工

夫
、
儲
か
る
農
業
経
営

な

ど
の
実
状
を
見
聞

し
、
や
れ

ば

出
来
る
と
い
う
認
識

を
瀏
め
、
草

飼
料
飼
育
な
ど
を
頤
に
う
か
べ
、

一
同
厚
く
礼
を
申
し
述

べ
て
養
鶏

座
間
へ
と
向

つ
だ
。
｛

態
簇
生
｝

明
る
い
交
通

読
本
(四)

「
さ
あ
ど
う
ぞ

人
も
車
も
ゆ
ず
り
あ
い
」

「
わ
か
っ
も
や
い
な
い
な
あ
」

と
い
う
こ
と
ぱ
が
は
や
っ
て
い

ま
す
。
道
路
通
行
に
つ
い
て
、

車
の
運
転
者
は
歩
行
者
に
対
し

て
、
ま
た
、
歩
行
者
は
運
転
者

に
対
し
て
「
わ
か
つ
て
い
な
い

ん
だ
な
あ
」
と
考
え
て
い
る
よ

う
で
す
。

お
互
い
の
立
ち
塲
を

わ

か
つ
て
く
れ
て
、
お
互
い
の

立

場
を
尊
重

し
あ
い
、
譲
り
あ

っ

て
こ

そ
、
交
通
の
安
全
と
円

滑
は
保
た
れ
、
交
通
事
故
は
防

げ
る
と
思

い
ま
す
。

五
月
十
一

日
か
ら
二
十
日
ま

で

の
十

日
間
、
全
国
一
斉
に
春

の
交
通

安
全
運
動
が
行
な
わ
れ

て

い
ま
す

。
そ
の
運
動
の
か
な

め
と
な
る
も

の
は
次
の
こ
と
が

ら

で
あ
り
ま
す

。

一

、
交
通

に
つ
い
て
、
車
も
人

（
歩
行

者
）
も
と
も
に
譲
り

あ
い
と
協
力
の
関
係
を
し
つ

か
り
つ
く

る
こ
と
。

つ
ま
り
、
車

は
人
に
対
し
て

泥

は
ね
運
転
な

ど
し

な
い
、

ま
た
、
人
は
軍
が
円
滑
に
走

れ

る
よ
う
常

に
右
側
を
通
り

車
の
直
前
直
後
横
断
や
斜
横

断

は
し
た
い
こ
と
で
す
。

二

、
運

転
者
の
雇
い
主
は
、
運

転
手

さ
ん
に
対
し
て
、
無
理

な
仕
事
や
、
無
免
許
運
転
、

よ
つ

ぱ
ら
い
運
転
を
さ
せ
な

い
こ

と
が
必
要
で
す
。

三

、
道
路

は
広
く

道
路

に
む
や
み
に
商
品
そ
の

他
の
物
を
置
か
ず
、
自
動
車

は
道
路
を
車
庫
代
り
に
し
な

い
で

、
必
ず
車
庫
に
入
れ
る

こ
と
、
そ
し
て
交
通
の
じ
ゃ

ま
に
な
る
木
の
枝
は
、
部
落

一
致
協
力
し
て
除
く
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
Ｏ

み
ん
座
の
な
つ
と
く
で

庇
蓊
樹
の
伐
採

武
　
田
　
新
右
工
門

長
い
間
の
懸
案
で
あ
り
、
誰
も
が

口
に
は
す

る
が
な
か
な
か
実
行
で

き
な
い
越

境
蟐
木
の
伐
採
に
つ
い

て
、
今
回

わ
が
部
落
で
は
、
部
落

民
総
意
に
よ
る
断
行
で
、
大
好
評

を
博
し
、
こ
れ
が
動
譏
と
な
っ
て

次

次
と
他
の
慣
例
や
陋
習
の
改
善

に
拍

車
を
か
け
、
部
落
の
和
を
も

た
ら
す
結
果
と
な
り
、

み
ん
な
大

喜

び
で
あ

る
。

農
業
委
員
会
の
圖
覧
に
よ
り
、
昨

年
末
に
自
発
的
に
処
置
す

る
こ

と

を
申
合

せ
、
臾
行
な
き
分
に
対
し

て
は
総
員
出
動
し
て
伐
採
す

る
こ

と
を
約
し
た
。
し
か
し
案
の
定
、
自

発

的
伐
採
実
行
者
は
な
か
っ
た
の

で

、
旧
三
月
節
句
に
総
員
出
動
、

愈
々
申
合
せ
の
実
行
す
る
こ
と

に

な
っ

た
。
不
出
役
者
は
金
納
二
〇

〇
円
と
し
た
為
で
も
あ
る
ま
い
が

欠
席
者
は
一
名
も
な
い
。
こ
こ
で

更

に
次
の
こ
と
を
確
約

し
た
。

一
、
本
日
の
全
責
任

は
部
落
長
が

貪
う
。

二
、
耕
地
、
宅
地

を
閧

わ
ず
、
境

界
線
上
垂
直
と
す

る
。

三
、
危
険
木

は
今
秋
迄

に
所
有
者

が
伐
採
す

る
こ
と
。
実
行
な
き

分
に
対
し
て
は
、
部
落
会
で
明

春
専
門

家
を
雇

い
、
そ

の
経
費

は
所
有

者
が
負

担
す

る
こ
と
。

四
、
町
道（

ト
ラ
ッ
ク
道

）
は
地
上

一
丈
五
尺

を
最
少
限
度

と
し
、

リ
ヤ
カ
ー
道
は
地

上
一
丈
以
上

と
す
る
。

五
、
境
界
線

よ
り
二
尺
以
内
に
あ

る
喬
木

と
な
る
樹
は
伐
採
す
る

こ
の
仕
事
は
容
易
で
は
な
い
が
、

部
落
一
致
の
協
力

が
あ
れ
ば
簡
単

で
あ
る
。
万
一
不

成
功
に
終
れ
ば

部
落

の
運
営
、
贔

舘
建
設
、

農
道

の
開
設
も
駄
目
に
な
る
、
い
わ
ば

今
日

の
行
事
は
試
金
石
で
あ
る
。

互
譲
と
協
力
の
精
神
か
ら
出
発
し

実
行
し
た
こ
の
仕
事
の
結
果

は
、

予

期
以
上
の
好
成
績
で
、
み
ん
な

「
先
ず
良
か
っ
た
」

の
連
発
で
あ

り
、
月
末
に
は
部
落
観
桜
会
、
又

明
春
は
里

道
の
復
旧
作
業
を
す
る

こ
と
な
ど
申
合

せ
、
祝
杯
を
酌
み

か
わ
し
て
散
会
し
た
。

（
森
江
野
第
三
部
落
会
長
）

大
津
団
長
功
勞

章

を
受
け

る

本
町
消
防
団
長
大
津
利
一
氏

は
、

消
防
団
と
し
て
最
高
殊
勲
章

と
も

い
わ
れ
る
「
永
年
勤
続
功
労
章
」
を

国
家
消
防
庁
長
官
か
ら
受
け

た
。

（
写
真
左
胸
上
部
）

よ
ろ
こ
び
の
色

を
満
面

に
う

か
ぺ

た
氏
は
次
よ
５

に
語
っ

た
。

「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
こ
の
光
栄

に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
単
な
る
永
年
勤
続
だ
け
で

な
く
、

無
火
災
、
無
事
故
の
表
彰

に
な
る
よ
う
努
力
し
た
い
・と
存
じ

ま
す
。
わ
が
町
の
火
災
は
た
い
て

い
火
元

の
不
注
意
か
ら
起
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
、
町
民
皆

様
の
一
段

の
ご
注

意
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
」

鶏
疸
予
防
接
種

に
つ
い
て

初
夏

か
ら
秋

に
か
け
て
鶏
痘
（
蚊

ぼ
う
そ
う
）
が
流
行
し
発
育
中
の

ヒ
ナ
、
産
卵
中

の
成
鶏
に
大
き
な

損
害

を
与
え

ま
す
が

、
こ
の
伝
染

病
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
次
の

要
領

で
必
ず
予
防
接
種
を
行
い
ま

し
よ
う
。
詳
し
い
こ
と
は
農
協
又

は
農
業
改
良
普
及
所
に
御
相
談
下

さ
い

。

イ

、
接
種
対
象
と
な
る
鶏

昭
和
三
十
五
年
秋
ヒ
ナ

昭
和
三
十
六
年
春
ヒ
ナ

ロ
、
接
種
の
時
期

五
月
下
旬
～

六
月
上
旬

（

、
接
種
量

成
　

鶏
　

〇
、一
こ

中
ヒ
ナ
　

〇

、
一

に

气

接
種
の
部
位

中
雛
以
上
の
接

種
部
位
は
比

較
的
羽
毛
の
多
い
股
の
外
側

の
羽
毛
を
直
経
一
、
五

回
～

二
、
五

回
位
抜
き
取
り
ブ
ラ

シ
に
含
ま
せ
た
予
防
液
を
毛

穴
に
浸
み
込

ま
せ
る
。

接
種
後
三
週
間

位
で
体
内
に

抗
体
が
で
き

感
染

を
防
ぐ
力

が
出
来
上
る
。

佐
藤
舘
長
郡
公

連
会
長
に
な
る

伊
達
管
内
公

民
舘
連

絡
協
議
会
で

は
、
素
月
十
日
月
舘
町
役
場
で
総

会
を
開
き
、
役
員
改
選
の
結
果
、

当
公

民
舘
長
佐
藤
善
次
郎
氏
は
会

長
に
選
ば
れ
た
。
爾

藤
田
小
学
校

長
古
川

松
太
郎
先
生

は
理
事
に
選

ば
れ
た
。

国見町部落会長名簿

○会長 （1）副会長　 ●会計　 ○印は評議員

部落会名 班数世帯数 部　落　会　長

大 町 南
大 町 北
本　　町
駅　　前
錦　　

町

宮 町 北
宮 町 南
氛　 嗇

石母田東
石毋田表
石母田北
石毋田西
石毋田原
山 崎 北‘
山 崎 南

小　　計

板　　橋
前　　

田

太 田 川
小　　坂鳥　　取

内 谷 西
内 谷 東
泉 田 上
泉 田 中
泉 田 下

小　 計

第　　１
第　　２
第　　３
第　　

４

徳 江 北
第　　８
第　　

９

第　　10
第　　11
第　　12

小　　計

貝　　
田

光 明 寺
高　　城
大 木 戸
山　　根
小　　計

原　　町
築　　館川　　内

並　　柳
中　　部
北　　部
小　　計

総 計47

６

１０

９

６

７

８

７

４

２

２

３

３

４

４

４

５

８４

５

６

６

４

５

３

７

４

８

５

５３

９

５

４

７
ｎ

６

６

４

４

５

６１

９

６

６

７

６

３４

４

２

７

２

４

３

２２

２５４

79
94
85
90
77
112
94
4F
16
26
22
28
33
43
67
68

975

54
40
44
59
54
29
50
37
50
35

452

61
36
40
43
90
41
58
21
21
51
462

122
69
58
69
57
375

29
15
71
25
35
20
195

2.459

○大 勝 藤 繁
●稲　村 彦三郎
曳 圸 善 作
吉　田　民　蔵
秦　　 作　蔵

奥　山　福太郎
倉　田　真･ 吾
武 田 徳 治
中　野　忠　治

○佐　藤　角　治
佐 藤 久 造
宍 戸 己 吉

佐 木々　吉三郎
菊 地 平 吉
吉　田　五　郎
吉 田 幸 平

野 村 正 治
○安　藤　仙　助
佐　藤　桂次郎
佐　藤　精　一
遠 藤 正

一

〇菅 野 富 蔵
菅 野 正 明

○佐　藤　　　栄
佐　藤　豊　吉
安　積　　　貞

谷 津 兵 吉
佐

藤 清 重

○武田　新右工門
吉 田 嘉 蔵

(i)佐 藤 新 七
佐 野 武 吉
村 上 三 郎
菊　地　惣兵工

○高　橋　勇　記
菊　圸　久　七

斎 藤 与 市
○佐　野　久　吉
○佐　藤　　　一
松 浦 市三郎

○遠 藤 喜 平

小 林 一 郎
松 浦 二 朗

○鈴 木 栄太郎
○吉　見　文　弥
○瀬　戸　源　洽
佐　藤　平　洽

写真 （上丶...石毋田 史跡保存堂 （下 ）…同説助板

昭和３５年度大豆増牧競技会最高位者 の耕種概要

収 量　4  0 8. 5 々  ｸﾞ

国見町 大字藤田字北65 番地　　 八　　 島　　　　 昌

出品圃場　　 大字山崎字上耕谷

１、品　　 種　　 革新１号

２、播 種 期　　 ６ 月 １０ 日

３、前　　 作　　 大麦　 関取３号

４、畦巾、株間　75,7 ㎝ ×30 ㎝　　3.3m2 (坪当 り)  14.4 株
(2 尺5寸)(1 尺)

５、播 種 量　10 アール当 り　　５ 詔

６、施 肥 量　(10 アール当)

種　類 �硫　　安 �過　　石 �耐性燐肥 �硫酸加黽 �荒 木 灰

施用量 �１５ 鮃
( 4 〆 ) �18.8

 4
(  5 ﾒ ) �

３０≒
( 8 〆 ) �11.3

 々  9(
 3 〆 ) �

５６ 岼(
 15 〆 )

時　期 �第1回 培土�左　　同 �左　　同 �左　　同 �第2回 培土

７、培土及び除草　 培土　第 １回　６月25日　　 第 ２回　7 月20日
除草　8 月中旬（手取）

８、病匹 畆除　 Ｓｌ回7 』上IJ 昌O 隘･ ’ 氈 岫

第 ２回　8 月下旬　･/　　　　　　･/　70 悩

９、収　　 堡　　　１ ０ 月 ２ ４ 日　　　　　　　　　　 ’･

10 、改善の重点事項

（1） 播種は麦の刈取及び発芽後5～7日目頃になるようにす ること
（2） 株数の増加
（3） 肥料は早く施し、しかもで きす ぎない量とすること

（4） 第１回の培土を早く行 うこと
（5） アブ ラムシ、シソタイムシの完全防除（薬剤散布）
(  6 ) 欠株を生じないようにす ること（L補植を行ない、全 体として

の収量の増加を図る）

○

農

繁

期

の

火

災

予

防

に

つ

と

め

ま

し

よ

う

Ｏ

春

季

交

通

安

全

運

動

旬

間



[ 写真]は …豊事研究会の幹部と幻匸や録音譏を回]んで勉強する若妻たち

竹
筒
を
つ
く
っ
て

本
を
読
み
直
し
上
う

お
母

さ
ん
か
ら

仏
共

の
部
落
奸
人

グ
ル
ー
プ
で

図

書
学
習
を
し
た
い
と
思

い
ま

す

。
ど
ん
な
大
法
で

や
っ

た
ら

よ
い
か
お
明

か
せ
顏
い
ま
す
。

こ

ん
な
手

紙
が
き

ま
し

た
の

で
、
県

立
ぶ
穴
舘

の
Ｕ
先
生

０

お
話
か
ご
仁
介
し
ま
す
。

お

母

さ

ん

へ

日
、
ま
ず

、
順
序
か
ら
申
上
げ
玄

―
、
話
す
こ
と

百
聞
の
片
隅
に
書
い
て
あ
っ

た
こ
と
で
も
、
週
刊
誌
の
片

隅
に
あ
っ
た
こ
と
で
も
、
ま

た
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
聞
い

た
り
見
た
り
し
た
こ
と
で
も

と
に
か
く
售
っ
て
来
た
ら
一

言
だ
け
は
必
ず
話
す
と
い
う

こ

と
を
実
行
し
て
下
さ
い
。

２

、
書
く
こ
と

次

に
で
き
れ
ば
春
に
一
回
、

秋

に
一

回
ぐ
ら

い
、
お
母
さ

ん
方

の
書
い
た
記
録
を
回
覧

し
て
下

さ
い
。
が
り
版
ず
り

に
し
て
亀
よ
い
の
で
す
が
、

も
し
が
り
版

ず
り
が
で
き
な

か
っ
た
ら
、
原
稿

の
ま
ま

Ｉ

冊
に
と
じ
て
回
覧
し
て
も

よ

い
の
で
す
。
短
い
文
章
で
よ

い
の
で
す
。

３

、
読
む
こ
と

最
後

に
読
む
こ
と
で
す
。
ど

ん
な
本
を
読
み
だ
い
か
は
、

一
人
一
人
み
ん
な
違
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
読
む
巡

さ
も
一
人
一
人
違
う
の
で
す

か
ら

、
話
合
い
も
十
分
に
し

な
い
う

ち
に
、
何
か
一
冊
の

本

に
き

め
て
し
宜
っ
て
、
そ

れ
を
み
ん
な
で
必

ず
読
む
と

い
う
の
は
、
一
種
の
強
制
で

す
（
。
の
び
の
び
と
自
由
に
い

つ
ま
で
も
続
け
て
い
く
た
め

に
は
強
制

は
い
け
ま
せ
ん
。

‥一
｝一
、

次

は

人

数

で

す

。

以

上
申
述

べ
た
様
に
、
話
す
こ

と
が
第
一
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し

て
も
人
数
が
限

定
さ
れ
ま
す

。

黙
っ
て
い
る
人
が
一
人
で
も
な

い
よ
う
に
す

る
た
め

に
は

Ｉ
〇

人
以
下
か
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
こ

う
い
う
少
人
数
の
グ

ル

ー
プ
を
沢
山
っ
く

る
わ
け
で

す
。

㈱
、
三
番
目
に
は
本

を
借
り
る
方

法
で
す
。
だ
ん
だ
ん
自
分
か
ち

で
お

金
を
出

し
あ
っ
て
、
好
き

左

本
を
買
う
ま
で
は
、
次
の
よ

う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
「
。

―
、
地
元

の
公
民
館

か
ら
借
り

る
（
本
舘

か
ら
直
接

ま
た
は

巡

回
文

庫
な
ど
か
ら
）

２

、
県
立
図

書
舘

か
ら
借

り
る

（
本
舘
か
ら
直
接
ま
た

は
自

勣
胆
文
庫

か
ら
）

岡

、
四
番
目
に
は
読
み
力
で
す

、

せ
め
て
一
日
三
〇
分
で
も
家
庭

の
中
で
本
か
読
七
工
夫
を
し
て

も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

圜
、
そ
の
他
リ
ー
ダ

ー
の
こ
と
や

読

書
会
の
こ

と
な

ど
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
、か
、
そ
れ

ぱ
あ
な
た

の
学
校
の
先
生

寸
公
民
舘

の
方

に
お
き
き
し
て
下
さ

い
。

町

の
皆
さ

ん
へ

そ
こ
で
わ
が
国
見
町
公
民
舘
の

図
書
教
育
の
現
状

を

お
知
ら
せ

し
ま
し
よ
う
Ｏ

の
蔵

書
数
　
　
　

一
、
九
〇
〇
冊

③
個
人
貸
出
数
（
三
十
四
年
度

）

二

、九
六
〇
冊

③
巡
回
文
庫
数
　
　
　
　
　

六

①
読

書
グ
ル

ド
フ
数
　
　

二

叫‥

④
同

グ
ル

ー
プ
会
員
数

六
四
五

④

グ
ル
ー
プ
貸
出
数三

、二
〇

一
冊

県

立
図

書
舘

の
自
動

事
叉
庠
が

二
つ

毎
月
小
坂

と
貝
田

に
来
て

お
り
ま
す

。

（

研
修

所
で

）
公

民

舘
結
婚
式
第
一
号

四

月
二
十

九
日
、
青
年
研
修
所
で

東
京

の
東
川

松
治
甘

と
山

崎
の
八

島

こ
ノ
子

さ
ん
の
合
同

結
婚

式
が

行
わ
れ

た
。
こ

れ
は
単
な
る
貸
席

的
な
も
の
で
な
く

、
あ
く

ま
で
民

主
化

、
顛
玉

化
を
も
と
に
し
た
合

理
的
な
も
の
で
、
公

民
舘

と
し
こ

も
全
面
的

に
協
力
し
、
関
係
者

か

ら
は
非
常
な
感
謝
を
う
け
た
。

式
次
第
訳
の
通
り

气

一
同
着
席

二
、
開
式
の
辞

三
、
媒
約
人
の
あ
い
さ
つ

四
、
固

め
の
盃

祝
い
の
う
た
い

五
、
一
同
巡
盃

六
、
誓
い
の
こ

と
ば
朗
読

七
、
婚
諦
届

署
名
押
印

八
、
祝
辞

九
、
親
威
の
紹
介

一
〇

、
謝
辞

一
一
、
閉
式

の
辞

匸
一
、
披
．匳
祝
宴
（
別
室
）

式
後
関
係
者
に
感
想
を
き
い
て
み

た
。

○
仲
人
の
Ｆ
氏

こ
れ
ま
で
数

回
媒
酌
を
や
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
場
面

に
出
合
っ
て
い

ま
す
が
、
こ

ん
な
に
苡
粛
で
、
し

か
も
な
ご
や
か
な
結
婚
式
は
は
じ

め
て
で
す
。
た
だ
の
簡
素
化
で
な

く
、
結
婚
の
合
理
化

と
い
う
点
か

ら
大

い
に
考
え
る

べ
き

で

し
よ

○

親
戚
の
Ｋ

氏

公
民
舘
結
婚
第
一
号
と
は
光
栄

の
至
り
で
す
。
新
し
い
時
代

に
生

き
る
若
人
の
新
生
活
へ
の
門
出

と

し
て
ま
こ
と
に
意
義
あ
る
や
り
方

だ
と
思

い
ま
す
。
こ
う
し
て
や
っ

て
み
る
と
、
従
来
の
や
り
方

が
、

い
か
に
無
駄

が
多
い
か
、
ま
た
不

合
理
の
点
か
お

る
か
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り

ま
す
。
一
生
に
一
度
の

こ
と
で
す
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た

り
っ
ぱ
な
精
神

を
も
と
に
し
て
や

り
た
い
も
の
で
す

。

○
て
っ

だ
い
を
し
て
い

た
婦
人

こ
れ
な
ら
家

具
類

を
か
ざ
っ
て

見
せ
た
り
、
衣

し
よ
う
見
せ
な
ど

し
な
い
か
ら
無
駄

な
用

意
を
す
る

必
要
が
な
い
。
昔
か
ら
結
婚
式
は

見
せ
も
の
と
思
っ
て
い
る
た
め
、

無
駄
と
知
り
な
が
ら
も
不

必
要
な

も
の
ま
で
用
意
す
る
。
披
露
宴
な

ど
も
、
大
へ
ん
き
宜
り
よ
く
、
葫

訌
で
、
ま
か
な
い
を
受
け
も
っ
婦

人

と
し
て
大
助

か
り
で
す
。

○

東
京

都
庁

に
勤
め
て
い
る
Ｔ
氏

こ

ん
な
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
す

か
ら
大

い
に
利
用
す
れ
ば
よ

い
と
思

い
ま
す

。
東
京

に
は
た
く

さ
ん
の
式
場
が
あ
っ
て
毎
日
何
十

組
と
や
っ
て
い
ま
す

。

ラジオ農業学校
ＮＨＫ第２（午前6. 30 ～４５）

一一＜５　月＞一一

15日　 田植時期のきめ方

16日　 水稲款膃密度のきめ方

17日　 防匸を P C p の上手な使い方

18日　 大豆品祀の選び方と適地

22日　 杲実の袋かけ

23日　 水温上昇剤 ＯΣＤ の使い 方

24 日　上手な中耕除草のやり方

25 日　大豆のまきどきとまき方

29 日　水稲の早槓栽培と痼回虫について

30日　畑の笠肥

31日　土圧の侵齟防 止

一一＜６　 月＞－－

１日　農繁期を元気にすごすために(そ の1)

保存 食を上手に利用しよう

５日　学習のすすめ

６日　農繁期を元気にすごすために( その2)

保存食のいろいろ

７日　二化 メイ虫の防除はこ うして

８日　 こんにやく の作 り方出

12日　 こんにや くの作 り方ぼ

13日　 上手 な水管 理のや り方

14日　 キュウリ露菌病( ベト病)とその防ぎ方

15日　 トマトモザイク病とその防 ぎ方

Ｉ
（
お

知

ら
せ

）
１

の
毎
朝
の
放
送
を
全
部
録
音
し

て
あ
り
ま
す

。

お
き
き
も
ら
し
の
方
々
も
う

一
度
お
か
か

に
た
り

た
い
方

は

ご
利
用
下

さ
い
。

③
研
究
会
な
ど
の
集
会

に
部
門

毎
に
ま
と
め
て
ご
利
用
な
さ

る
の
も
結
構
で
す
。

水
稲

’
果
・回

―
蔬
菜
・
特
用

作
物

よ

岸
度

’
土
座
肥
料
・

生
活
・
農
業
簿
記
・
病
中
害

な

ど
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す

テ
キ
ス
ト

匸
一
〇
円

希
望
者
は
至
急
公
民
舘
へ

申
込
ま
れ
た
い

若

妻

の

つ
ど

－

－－
－

丶
　

‐‐

し

塚

野

目

若

葉
ヽ
会

の

歩

み

「

あ
ん
た
が
た
、
若
い
人
た
ち

で

や
っ
て
み
ら

ん
し

よ
」

蝠
人
会
長

さ
ん
か
ら
こ
う
い
わ

れ
、
お
そ

る
お
そ

る
始
め
た
の
が

今

か
ら
二
年

前
、
お
姑
さ
ん
か
ら

天
下

佰
れ
て
お
許
し
が
で
て
、
部

落
内

の
若

卜
跛

ば
か
り
の

グ
ル
ー

プ
が
で
き

ま
し
た
。

同

じ
塚

野
目
部
落

に
住
ん
で
い

て
も
、
た
卜
て
い
は
他

の
村
か
ら

腟

い
で
き

た
も
の
ば
か
り
で
す
か

ら

、
ど
こ
の
だ
れ
た
か
名
前
も
わ

か
ら
な
い
人

が
半
分
以

上
も
あ
る

の
に
驚
き
ま
し
た
。

校
長
先
生
や
公
民
舘

の
主
事
先

生
か
ら
、
自
己

紹
介
や
グ
ル
ー
プ

の
運

営
の
し
か
た
な

ど
を
お
き
き

し
、
な
る
べ
く
自
分
た
ち
で
や
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
若
葉
会
と
い

う
名
前
を
つ
け

る
だ
け
で
も
三
晩

も

か
か
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
い

く
晩
も
話
し
合
い
、
ア
ソ
ヶ
Ｉ

ト

な
ど
も
と
っ
て
、
大
体
一
年
間
の

計
画
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
婦

人
会
の
方
や
夫

た
ち
に
見
せ
て
、

い
ろ
い
ろ
瑕
見
を
き
き
ま
し
た
。

「
跛
の
く
せ
に
、
と
ん
で
も
な

い
こ
と

を
す
る
」

「
三
回
も
や
っ
た
ら
、
消
え
て
し

ま
う
べ
え
」

「
姑
の

ざ
ん
ぞ
で
も
す

ん
だ

べ
」

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
か
げ
口
や

わ
る
囗
を
い
う
人
も
あ
り

ま
し
た

が
、
二
十
八
名
の
若
妻
が
心
を
合

わ
せ
、
ぱ
げ
ま
し
合
っ
て
、
約
東

口
日
に
は
必
ず
出

席
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

学
校
の
先
生
方
や
役
場
の
方
に

お
願
い
し
て
お
話
を
お
き
き
し
た

り
、
公
民
舘
の
幻
灯
や
テ
ー
プ
を

お
借
り
し
て
自
分
た
ち
で
や
っ
て

勉
強
し
ま
し
た
。
毎
月
の
巡
回
映

画
は

、
み
ん
な
誘
い
合
っ
て
な
る

べ
く
見

る
こ
と

に
し

、
あ
と
で
話

し
合
い
の
た
ね

に
し
ま
し
た
。
婦

人
会
や
青
年
団
と
の
話
し
合
い
な

ど
も
何
回
か
や
っ
て

、
お
た
が
い

の
立
場
を
理
解
す

る
こ
と

に
努

め

ま
し

た
。
料

理
や
洋
裁
の
講
習

は

特
別
み

ん
な

に
よ
ろ
こ

ば
れ

た
よ

う
で
す

。
田
植

あ
が
り

や
お
盆

な

ど
に
は
、
慰
労

を
か
ね
て

柵
島

な

ど
の
見
学

に
も
出

か
け
ま
し
た
。

こ

う
し
て

い
ろ
い
ろ
な
方

法
で

さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
勉
強

を
し
ま

し
た
。
子
供

の
し
っ

け
の
こ

と
、

生
活
改
善
の
こ
と
、
家
族

計
画
の

こ
と
、
衛
生
の
こ
と
な

と
か
ら
、

新

生
活
運
動
と
か
、
民

主
主
義
と

か
、
社
会
の
で
き
ご
と
な
ど
問
題

は
っ
き

ま
せ
ん
。
そ
し
て
ど

ん
な

問
題
で
も

、
深
く
勉
強

し
て
み

る

と
、
み
ん
な
政
治
に
つ
な
が
り
、

し
た
が
っ
て
選
挙
に
っ
な
が
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

。

私
た
ち
は
、
ま
ず
家
の
中

を
明

る
く
す

る
こ
と

に
勞
め
て
い
ま
す

か
ら
、
月
二
回

の
学
習
日
に
出

か

け
る
時
に
、
家
族
の

人
々
に
喜
ん

で
協
力
し
て
く
れ
ま
す

。
よ
る
夜

な
か
出

歩
る
く

と
い
っ
て

Ｉ
ば
ん

反
対
し
た
夫
た
ち
も
、
進
ん
で
協

力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
始
め
反
対
し
た
り
、
お

る
口
い
っ
た
人

々
も
、
今
で
は
す

つ
か
り
理
解
し
て
、
会
員
も
三
十

八
名
に
ふ
え
、
ど
ん
な

に
い
そ
が

し
く
と
も
、・
又
天

気
が
悪
く
と
も

集
会
日

に
は
そ
ろ
っ
て
出
席
し
、

仲

よ
く
勉
ま
し
て
レ
ま
す

。

新

し

い

教

材

の

案

内

レ
　

コ
　

ー
　

ド

こ
れ
は
た
の
し

い

名
詒
ア
ル
。（

ム

東
京
六
大
学
校
歌

応
援
歌
集

世
界
名
作
歌
曲
選
集

ビ
タ
タ
ー
ヒ
ツ
ト
ソ
ン
グ
ニ

家
庭
名
曲
ア
ル
バ

ム
七
八
九

日
本
音
楽
全
集
　

民
謡

ロ
シ
ア
民
謡
集

日
本
民
謡
の
旅
　

中
仙
道
羂

同
　
　
　
　
　
　

東
北
篇

世
界
名
曲

シ
リ
ー
ズ
三

日
本
車
歌
集

思

い
出
の
軍
歌
集
三

日
本
民
謡
集
　

関
東
篇

同
　
　
　
　
　

東
北
羂
二
三

同
　
　
　
　
　

九
州

羂

こ

ど
も
音
楽
教
室
一
年
～

六
年

幻
灯
ス
ラ
イ
ド

グ
ル
ー
プ
学
習
に
便
利

○
社
会
教
育
ス
ラ
イ
ド
大
系

楽
し
い
家
族
会
議

労
働
と
休
養

妻
の
立
場
・
夫
の
立
場

子
ど
も
と

ヴ
ス
コ

ミ

家
計
の
工
夫

子
ど
も
の
病
気

○
母
親
教
室

お
こ

づ
か

卜
談
義

あ
ば
れ

ん
ぼ
う

そ
ろ
そ
ろ
反
抗
期

子

と
も
の
言
い
分

先
生

の
日
記

五
つ

の
作
文

○
文
学

作
品

に
よ
る
中
学
道
徳

（

カ
ツ

＝
は
原
作
者
名

）

体
操

の
時
間
（
ア

ミ
ー
チ
ス
）

少

年
ス

パ
イ
（
ド
ー
デ
ー
）

ぼ
っ
ち
ゃ

ん

一
夏
目
漱
石
）

非
凡

な
る
凡
人
（
独
歩
）

銀

の
燭
台
（

ビ
ク
ト
ル

ー
ユ
ー

ゴ
ー
）

虎
（
久
米
正
雄
）

密
柑
（
芥
川
竜
之
助
）

少
年
駅

伝
夫
（
鈴
木
三
重
吉
）

○

青
年
人
生
思
索

シ
リ
ー
ズ

次
郎

物
語
１
正
義

高

校
生

に
な
っ
て
Ｉ

劣
等
感
と

優
越
感

青
い
鳥
を
求
め
て
Ｉ

幸
福

友
情
Ｉ

愛

あ
る
生
活
Ｉ

人
生
と
は

○
世
界

の
人
び
と
の
生
活

ア

メ
リ
カ
人
の
家
庭
生
活

イ

ン
ド
の
人
び
と
の
生
活

中
国

の
人
び
と
の
生
活

ソ
ビ
エ
ト
の
人

び
と
の
生
活

フ
ラ
ン
ス
の
人

び
と
の
生
活

イ
ギ
リ
ス
の
人
び
と
の
生
活

○
日
本

伝
承
童
話
簗

心
あ
た
た
ま
る
童
話
八
つ

○
そ
の
他
学
研
ス
ラ
イ
ド

国

際
会
議

の
話

よ
い
し
つ
け

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
歴
史

新
し
い
本
た
く
さ
ん

ド
ブ
ネ
ズ
犬
戸
流
記
、
暮
し
の
図

書
童
、
若
書
日
の
文
学
探
究
、
現

代
の
教
員
、
青
春
の
歸
理
、
生
き

る
こ
と
愛
す
る
こ
と
、
謁
会
と
会

議
の
開
き
方
進
め
屶

、
閇
の
人
生

観
、
若
妻
学
級
、
影

あ
る
ロ
ン
ド

昨
日
の
聡
今
日
の
蠅
、
八
人
目
の

敵
、
く
ち
び
る
に
糺
を
、
現
代
子

ど
も
気
質

、
川
、
崕
、
旅
、
白
子

屋
駒
子
上
下
、
大
名
伴
子

、
新
水

沮
伝
一
二
三

叫
、
竺

見
は
生
意
気

だ
、
村
の
歴
史
、
私
だ
け

が
知
っ

て
い
る
、
現
代
恋
愛
誚
、
時

の
流

れ
、
歴
史
の
群
菌
、
明
治

大
正
昭

和
の
人
々
、
夫
の
気
も
ち
、
田

舎

の
文
化
田
舎
の
政
治
、
日
本

の
黒

い
霧
影
の
地
帯
旅
路
、
三
日
三
月

三
年
、
七
人

の
敵
あ
り
、
青
い
糧
、

農
業
の
近

代
化

と
共
同
経
営
、
マ

ス

コ
ミ
は
子
ど
も
を
変
え
る
、

映
画
利
用
の
お
す
ｙ
め

公

民
舘

の
映
画
を
利
用
さ
れ
た

い
と
き

ぱ
、
な
る

べ
く
早
目
に

公

民
舘
（
役
場
内
教
育
委
員
会

定
話

二
三
（
番
）
に
お
申
込
み

下
さ
い
。記

气

経
費
と
し
て

イ
、
譏

械
の
使
用
料
、
技
術

者

の

手

当

は
入
り
ま
。せ

ん
。

气

会

場
費
、
電
気
料
、
運
搬

料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。

（

、
特

に
フ
ィ

ル
ム
を
業
者

な
と
か
ら
借
り

る
と
き
は

そ

の
経
費
は
ご
負
担
下
さ

い
。

二

、
フ
イ

ル
ム
は
文
部
省
選
定

の
も

の
か
県

敬
委
又
は
町
教

委
で
承
認

し
た
も
の

に
限
り

ま
す

。

三

、
使
用
で
き

る
方

は
、
社
教

ぼ
体
、
研
究
グ
ル
ー
プ
、
部

落
会
そ
の
他

各
種
公

的
な
団

体
で
、
私
的
営
利
又

は
公
民

舘

運
営
方
針

に
反
す

る
こ
と

に
は
使
用

で
き
ま
せ

ん
。

編
ｌ
―
ー
ー

集

褄
記‐

ー

○

ア

ッ

と

い

う

ま

に

花

屯

若

葉

も

す

ぎ

去

っ

て

、

ま

た

晨

簗

期

が

押

し

よ

せ

て

き

ま

し

た

・
　
一
　
・
　

―
　一
　
　

・
　

９
　
・
　
一
　
一

〇

ひ

ま

な

と

き

と

い

そ

が

し

い

と

き

、

ひ

ま

な

人

と

い

そ

が

し

い

人

、

お

金

の

あ

る

人

と

な

い

人

、

そ

の

へ

だ

た

り

を

謳

決

す

る

に

も

も

っ

と

勉

強

し

た

い

も

の

で

す

。

○

他

を

し

あ

わ

せ

に

し

て

や

れ

ば

や

が

て

自

分

も

し

あ

わ

せ

に

さ

れ

る

、

な

さ

け

は

若

妻

の

た

め

な

ら

ず

○

自

己

学

習

、

相

互

学

習

こ

そ

わ

た

く

し

た

ち

を

高

め

て

く

れ

る

道

で

す

。

や

る

気

さ

え

あ

れ

ば

、

道

具

（

教

材

）

亀

人

（

リ

廴

タ

ー

）

も

あ

る

朮

の

で

す

。

○

字

宙

時

代

と

も

な

れ

ば

、

昔

の

こ

と

ば

か

り

な

っ

か

し

ん

で

は

い

ら

れ

な

い

。

わ

が

道

を

開

く

努

力

と

、

わ

が

道

を

行

く

と

い

う

勇

気

が

た

い

せ

っ

で

す

。

○

時

間

尊

重

―
定

時

励

行
…
…
…
集

会

は

定

刻

五

分

前

に

到

着

す

る

よ

う


	page1
	page2



